Shell Structures of Veneridae(Bivalvia) and Phylogenetic Implications (Veneridae(二枚貝)の殻体構造と系統についての考察) by 島本 昌憲
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Fig. I . Shell structure types based on a similality of combinations of structure types. A: 
composite prismatic structure. B: crossedlamellar structure. C: fine crossedlimellar 
structure. D: homogeneous structure. E: comlex structure. 
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Fig. 2 . Ratio of four she]1 surface features in respective shell structure types. A: radial rib, 











































Fig. 3 . Ratio of depth of parial sinus of respective species in each shell structure type. D/L: 
ratio of depth of parial sinus to length. I , 11 , and 111: shell structure Type I , 11 , and 
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Stratigraphic range chart of the species around Japanese Islands in respective shell 
structure types(modified from Hatai and Nisiyama, 1952; Masuda and Noda, 1976). 
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 論文審査の結果の要旨
 軟体動物の殻の微細構造に関する形態学的研究は,珀30年以前から,組織形態の顕微鏡観察
 として,顕微鏡学者,生理学者,鉱物学者によっておこなわれてきたが,最近では,貝類の研究
 に従事する動物学者や古生物学者によって,貝類学や系統学の立場からの研究がおこなわれる
 ようになった。
 多くの研究者の観察や実験によって,二枚輿の殻は焉種類以上に分類される殻体構造の組合
 せによる多層構造(内層と外層,又は内屡,外層と最外膚など)をもっていることが明らかにさ
 れた。そして殻体構造の組合せは,二枚貝の亜目や超科といった高次分類群で,ほぼ一定であ
 るとされ,その組合せの変化などにもとづいて,分類群の系統関係を類推する研究にも発展し
 てきた。しかし,絶滅群や化石では,殻の保全も不完全で充分な観察にたえないことも多く,
 小数の現生種での観察によって,それぞれの高次分類群の代表とみなさざるを得ない実情でも
 あった。それ故,同一分類群中での殻体構造の変異についての研究は不充分だったといえる。
 島本愚憲は,上述の難点を克服するため,研究対象を白亜紀以降に出現した新しい分類群で
 あるマルスダレガイ科(Veneridae)のみに限った。本論文は本部周辺海域の70地点より採集さ
 れた65種以上の現生種(参考として男鹿半島更新統産化石1種を含む)の殻体構造の光学および
 走査電子顕微鏡にもとづく解析の結果である。
 島本によると,マルスダレガイ科の種の殻体構造は,5つの基本型すなわち,1)混合稜柱構
 造(Compositeprismatlcstructure),2)交差板構造(Crossed-lamellarst),3)微細交差板構
 造(Finecrossed-1amellarst.),4)均質構造(Homogeneousst.)および5)複合構造(Compiex
 st.)の組合せによる2乃至4層構造をもつことを明らかにした。そして,これらの5つの構造単
 元は,任意に組合わされるのではなく,マルスダレガイ科では12の特有な組合せがあるにす
 ぎないことを発見した。その上,アサリ亜科(Tapeもinae)の種では,内層の構造が,ある個体で
 は均質構造であるにもかかわらず,他のものは複合構造をしめし,同一種内の個体変異すらあ
 ることを指適している。
 これらの事実を総合して,マルスダレガイ科の殻体構造には,TypeI:混合稜柱構造と交差
 板構造が共存するタイプ,TypeII:交差板構造を欠くタイプ,およびTypeI亙1:混合稜柱構造
 を欠くタイプに大別され,カノコアサリ亜科(C薮ioninae),アサリ亜科(Tapetinae)およびマツ
 ヤマワスレガイ亜科(Calま三stlnae)以外の亜科に属する種は,それぞれの亜科特有の殻体構造単
 元の組合せをもっていることが明白となった。このことはマルスダレガイ科に属する亜科属,
 種の系統関係を推定する重要な指標を提供すると同時に,従来の形態にもとづく分類体系の一
 部再検討をうながす結論をみちびいたと認められる。これは島本畠憲が自立して研究活動をお
 こなうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって,島本昌憲提出の論
 文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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